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市第 173 号議案 

   横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境 

の保全等に関する条例の一部改正 

 横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の保全等

に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

   平成23年２月10日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境 

の保全等に関する条例の一部を改正する条例 

第１条 横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の

保全等に関する条例（平成５年６月横浜市条例第35号）の一部を

次のように改正する。 

  第２条第２項第４号ア中「又は当該建築物」の次に「（延べ面

積が 200 平方メートル以下の一戸建ての住宅を除く。以下このア

において同じ。）」を加える。 

第３条第１項第１号中「含む。）を増築」を「含み、特定用途

建築物を除く。）を増築し、」に改め、同項第４号を同項第６号

とし、同項第３号中「を増築」を「を増築し、」に改め、同号を

同項第５号とし、同項第２号中「を除く。）を増築」を「及び特

定用途建築物を除く。）を増築し、」に改め、同号を同項第３号

とし、同号の次に次の１号を加える。 

(4) 非住居系地域内にある中高層建築物（特定用途建築物を除

く。）を増築し、又は改築する場合であって、当該中高層建

築物の吹抜きに床を設けるときその他市長が周辺の住環境を
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害するおそれがないと認めるとき。 

  第３条第１項第１号の次に次の１号を加える。 

(2) 住居系地域内にある中高層建築物（特定用途建築物を除く

。）を増築し、又は改築する場合（前号に掲げる場合を除く

。）であって、当該中高層建築物の吹抜きに 1,000 平方メー

トル以下の面積の床を設けるときその他市長が周辺の住環境

を害するおそれがないと認めるとき。 

第３条中第４項を第５項とし、第３項を第４項とし、第２項の

次に次の１項を加える。 

３ 環境影響評価法（平成９年法律第81号）第２条第４項若しく

は横浜市環境影響評価条例（平成10年10月横浜市条例第41号）

第２条第４号に規定する対象事業又は都市再生特別措置法（平

成14年法律第22号）第20条第１項に規定する都市再生事業とし

て中高層建築物等を建築する場合にあっては、第11条及び第４

章の規定は、適用しない。 

第10条第３項中「前２項」を「第１項」に改め、「。次条第４

項及び第12条第３項において同じ」を削り、「第１項」を「同項

」に改め、「。以下同じ」を削り、同項後段を削る。 

第11条第４項を削る。 

第12条第２項中「の各号」を削り、「30日」の次に「（中高層

建築物等の建築計画における当該計画部分の床面積の合計が 200

平方メートル以下のものにあっては、20日）」を加え、同条第３

項を削る。 

第13条第１項中「（同条第３項の規定により提出されたものと

みなされた開発事業調整条例第13条第１項の開発事業説明状況等
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報告書を含む。以下同じ。）」を削り、同条第２項を次のように

改める。 

２ 市長は、前項の審査を報告書を受理した日から起算して30日

（中高層建築物等の建築計画における当該計画部分の床面積の

合計が 200 平方メートル以下のものにあっては、20日）以内に

終了させるものとし、審査が終了したときは、文書をもってそ

の旨を建築主に通知するとともに、良好な近隣関係の保持並び

に住環境の保全及び形成を図るため必要な意見を述べるものと

する。 

第13条第３項中「又は開発事業者」を削る。 

第14条第３項ただし書中「実施に係る紛争」の次に「その他規

則で定める紛争」を加え、同条第４項中「紛争当事者」の次に「

又は関係者」を加える。 

第20条第３項中「紛争当事者」の次に「又は関係者」を加える

。 

第25条に次のただし書を加える。 

  ただし、委員会及び小委員会が相当であると認める者は、こ

れを傍聴することができる。 

第29条中「（完成後１年以内のものに限る。）」及び「の各号

」を削る。 

第２条 横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の

保全等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第３条第３項中「（平成10年10月横浜市条例第41号）」を「（

平成22年12月横浜市条例第46号）」に改める。 

   附 則 
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（施行期日） 

１ この条例中、第１条の規定は平成23年７月１日から、第２条の

規定は同年８月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第１条の規定による改正後の横浜市中高層建築物等の建築及び

開発事業に係る住環境の保全等に関する条例（以下「新条例」と

いう。）第２条第２項第４号ア、第３条、第12条第２項及び第13

条第２項の規定は、第１条の規定の施行の日（以下「施行日」と

いう。）以後に新条例第10条第２項の規定により標識の設置に関

する届出書を提出する中高層建築物等の建築（新条例第29条の規

定により特定用途建築物の建築とみなされる建築物の用途の変更

を含む。）について適用し、施行日前に第１条の規定による改正

前の横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の保

全等に関する条例（以下「旧条例」という。）第10条第２項の規

定により標識の設置に関する届出書（同条第３項の規定により同

条第２項の届出書の提出とみなされた開発構想書を含む。）を提

出した中高層建築物等の建築（旧条例第29条の規定により特定用

途建築物の建築とみなされる建築物の用途の変更を含む。次項に

おいて同じ。）については、なお従前の例による。 

３ 施行日前に旧条例第10条第３項の規定により同条第２項の届出

書の提出とみなされた開発構想書を提出した中高層建築物等の建

築に係る建築計画の説明並びに報告書の提出及び審査については

、なお従前の例による。 

４ 新条例第25条ただし書の規定は、施行日以後に新条例第21条第

１項又は第２項の規定による申出があった調停について適用し、



市第173号 

63 

 

 

 
施行日前に旧条例第21条第１項又は第２項の規定による申出があ

った調停については、なお従前の例による。 

５ 新条例第29条の規定は、特定用途建築物として用途を変更する

ため施行日から平成23年８月19日までの間に新条例第12条第２項

各号に規定する申請をする建築物（当該申請が必要ない場合にあ

っては、その間に特定用途建築物として使用を開始する建築物）

のうち、完成後１年を超えるものについては、適用しない。 

 

   提 案 理 由 

 斜面地における小規模住宅等の建築に係る建築計画の周知等に関

する手続を廃止するとともに、中高層建築物等の建築に関する特定

の事項に係る紛争の調整等の申出期限を延長する等のため、横浜市

中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の保全等に関する

条例の一部を改正したいので提案する。 
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参  考  

   横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 

の 保 全 等 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   
第 １ 条 関 係 

 （ 定 義 ） 

第 ２ 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各

号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 

（ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ） 

(4)  中 高 層 建 築 物  次 に 掲 げ る 建 築 物 を い う 。 

ア  住 居 系 地 域 内 に あ る 建 築 物 （ そ の 一 部 が 住 居 系 地 域 内 に 

あ る も の を 含 む 。） で 、 そ の 高 さ が 10 メ ー ト ル を 超 え る も 

（ 延 べ 面 積 が 200 平 方 メ ー ト ル 以 下 の 一 
の 又 は 当 該 建 築 物 

 

戸 建 て の 住 宅 を 除 く 。 以 下 こ の ア に お い て 同 じ 。）  
が 周 囲 

 

の 地 面 と 接 す る 位 置 の 高 低 差 が ３ メ ー ト ル を 超 え る 場 合 に

お い て 最 も 低 い 地 盤 面 か ら 当 該 建 築 物 の 最 も 高 い 部 分 ま で

の 高 さ が 10 メ ー ト ル を 超 え る も の 。 た だ し 、 次 の(ア) 又 は (イ)

の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は 、 建 築 物 が 周 囲 の 地

面 と 接 す る 位 置 の 高 低 差 が ３ メ ー ト ル を 超 え る 場 合 の 高 さ

の 算 定 方 法 は 、 そ れ ぞ れ(ア) 又 は (イ) に 定 め る と こ ろ に よ る 。 

（ (ア) 、 (イ) 、 イ 、 第 ５ 号 か ら 第 14 号 ま で 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

（ 適 用 除 外 ） 

第 ３ 条  こ の 条 例 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に あ っ て は 、 適 用 し

な い 。 
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 (1)  住 居 系 地 域 内 に あ る 建 築 物 （ そ の 一 部 が 住 居 系 地 域 内 に あ 

含 み 、 特 定 用 途 建 築 物 を 除 く 。） を 増 築 し 、 
る も の を                     又 は 改 

含 む 。） を 増 築 

築 す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 の 建 築 物

の 高 さ が 10 メ ー ト ル 以 下 で 、 か つ 、 当 該 増 築 又 は 改 築 に 係 る

部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 1,000 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き 。 

(2)  住 居 系 地 域 内 に あ る 中 高 層 建 築 物 ( 特 定 用 途 建 築 物 を 除 く 
 

。 ) を 増 築 し 、 又 は 改 築 す る 場 合 （ 前 号 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 
 

。） で あ っ て 、 当 該 中 高 層 建 築 物 の 吹 抜 き に 1,000 平 方 メ ー ト 
 

ル 以 下 の 面 積 の 床 を 設 け る と き そ の 他 市 長 が 周 辺 の 住 環 境 を 
 

害 す る お そ れ が な い と 認 め る と き 。 
 

(3)  
非 住 居 系 地 域 内 に あ る 建 築 物 （ そ の 一 部 が 住 居 系 地 域 内 に 

(2)  

及 び 特 定 用 途 建 築 物 を 除 く 。） を 増 築 し 、 
あ る も の                    又 は 改 築 

を 除 く 。） を 増 築 

す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 の 建 築 物 の 

高 さ が 15 メ ー ト ル 以 下 の と き 。 

(4)  非 住 居 系 地 域 内 に あ る 中 高 層 建 築 物 （ 特 定 用 途 建 築 物 を 除 
 

く 。） を 増 築 し 、 又 は 改 築 す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 中 高 層 建 
 

築 物 の 吹 抜 き に 床 を 設 け る と き そ の 他 市 長 が 周 辺 の 住 環 境 を 
 

害 す る お そ れ が な い と 認 め る と き 。 
 

(5)         を 増 築 し 、 
特 定 用 途 建 築 物      又 は 改 築 す る 場 合 で あ っ て 、 当 

(3)         を 増 築 

該 増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 、 当 該 増 築 又 は

改 築 前 の 当 該 特 定 用 途 建 築 物 の 床 面 積 の 合 計 に 0.5 を 乗 じ て

得 た 数 値 に 満 た な い と き 。 

(6)  
（ 本 文 省 略 ） 

(4)  

（ 第 ２ 項 省 略 ） 

３  環 境 影 響 評 価 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 81 号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 若 し く 
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は 横 浜 市 環 境 影 響 評 価 条 例 （ 平 成 10 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 41 号 ） 
 

第 ２ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る 対 象 事 業 又 は 都 市 再 生 特 別 措 置 法 （ 平 
 

成 14 年 法 律 第 22 号 ） 第 20 条 第 １ 項 に 規 定 す る 都 市 再 生 事 業 と し 
 

て 中 高 層 建 築 物 等 を 建 築 す る 場 合 に あ っ て は 、 第 11 条 及 び 第 ４ 
 

章 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 
 

４ 
（ 本 文 省 略 ） 

３ 

５ 
（ 本 文 省 略 ） 

４ 

（ 標 識 の 設 置 ） 

第 10 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

第 １ 項 
３     の 規 定 に か か わ ら ず 、 開 発 事 業 （ 中 高 層 建 築 物 等 の 建 

前 ２ 項 

築 を 目 的 と す る も の 及 び 中 高 層 建 築 物 等 を 建 築 す る も の に 限 る 

                     
                    。） を 行 う 場 合 で 
。 次 条 第 ４ 項 及 び 第 12 条 第 ３ 項 に お い て 同 じ 

、 開 発 事 業 調 整 条 例 第 ９ 条 の 規 定 に よ り 標 識 （ 当 該 標 識 に お い 

同 項  
て    の 規 定 に よ る 標 識 に 表 示 す べ き 事 項 が 表 示 さ れ て い る 
第 １ 項 

     
も の に 限 る      。） が 設 置 さ れ た と き は 、 当 該 標 識 を 同 

。 以 下 同 じ 

                    
項 の 標 識 と み な す 。 

こ の 場 合 に お い て 、 開 発 事 業 調 整 条 例 第 10  

                               
条 の 開 発 構 想 書 に 開 発 事 業 調 整 条 例 第 ９ 条 の 標 識 の 設 置 に 関 す 

                               
る 事 項 を 記 載 し て 提 出 し た と き は 、 当 該 開 発 構 想 書 の 提 出 を 前 

                
項 の 届 出 書 の 提 出 と み な す 。 
 

（ 計 画 の 説 明 ） 

第 11 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

                              
４  前 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 開 発 事 業 を 行 う 場 合 で 、 開 発 事 

                              
業 調 整 条 例 第 11 条 の 規 定 に よ る 説 明 に お い て 前 ３ 項 の 規 定 に よ 

                             
る 中 高 層 建 築 物 等 に つ い て 説 明 す べ き 事 項 が 説 明 さ れ た と き は 
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、 同 条 の 説 明 を 前 ３ 項 の 説 明 と み な す 。 

（ 報 告 ） 

第 12 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  前 項 の 報 告 書 は 、 第 10 条 第 ２ 項 の 届 出 書 を 市 長 に 提 出 し た 日 

   
か ら 起 算 し て 20 日 を 経 過 し た 日 以 降 で 、 か つ 、 次    に 掲 げ 

の 各 号 

（ 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 計 画 に お 
る 日 の う ち 最 も 早 い 日 の 30 日 

 

け る 当 該 計 画 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 200 平 方 メ ー ト ル 以 下 の も 
 

の に あ っ て は 、 20 日 ） 
前 ま で に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

                              
３  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 開 発 事 業 を 行 う 場 合 で 、 開 発 事 

                              
業 調 整 条 例 第 13 条 第 １ 項 の 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 （ 当 該 開 

                              
発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 に お い て 第 １ 項 の 規 定 に よ る 報 告 す べ 

                              
き 事 項 が 記 載 さ れ た も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。） が 、 第 10 条 第 ３ 

                              
項 の 規 定 に よ り 同 条 第 ２ 項 の 届 出 書 の 提 出 と み な さ れ た 開 発 構 

                              
想 書 の 市 長 へ の 提 出 の 日 か ら 起 算 し て 20 日 を 経 過 し た 日 以 降 で 

                              
、 か つ 、 前 項 各 号 に 掲 げ る 日 の う ち 最 も 早 い 日 の 30 日 前 ま で に 

                              
提 出 さ れ た と き は 、 当 該 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 の 提 出 を 第 

                
１ 項 の 報 告 書 の 提 出 と み な す 。 

（ 審 査 ） 

                               
第 13 条  市 長 は 、 前 条 第 １ 項 に 規 定 す る 報 告 書 

（ 同 条 第 ３ 項 の 規 

                               
定 に よ り 提 出 さ れ た も の と み な さ れ た 開 発 事 業 調 整 条 例 第 13 条 

                           
を 受 

第 １ 項 の 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 を 含 む 。 以 下 同 じ 。）  

理 し た と き は 、 そ の 記 載 さ れ た 内 容 に つ い て 審 査 す る 。 

市 長 は 、 前 項 の 審 査 を 報 告 書 を 受 理 し た 日 か ら 起 算 し て 30 日 
２  

市 長 は 、 前 項 の 審 査 を 報 告 書 を 受 理 し た 日 か ら 起 算 し て 30 日 

（ 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 計 画 に お け る 当 該 計 画 部 分 の 床 面 積 の 
以 内 に 終 了 さ せ る も の と し 、 審 査 が 終 了 し た と き は 、 文 書 を も 
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合 計 が 200 平 方 メ ー ト ル 以 下 の も の に あ っ て は 、 20 日 ） 以 内 に 
っ て そ の 旨 を 建 築 主 又 は 開 発 事 業 者 に 通 知 す る も の と す る 。 こ 

終 了 さ せ る も の と し 、 審 査 が 終 了 し た と き は 、 文 書 を も っ て そ 
の 場 合 に お い て 、 市 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 通 

の 旨 を 建 築 主 に 通 知 す る と と も に 、 良 好 な 近 隣 関 係 の 保 持 並 び 
知 に 意 見 を 付 す る こ と が で き る 。 

に 住 環 境 の 保 全 及 び 形 成 を 図 る た め 必 要 な 意 見 を 述 べ る も の と 
 

す る 。 
 

３  市 長 は 、 前 項 の 期 間 内 に 審 査 を 終 了 す る こ と が で き な い 正 当 

な 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 理 由 を 付 し 、 当 該 期 間 内 に 

        
、 文 書 を も っ て そ の 旨 を 建 築 主        に 通 知 す る も の 

又 は 開 発 事 業 者 

と す る 。 

（ あ っ せ ん ） 

第 14 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  前 ２ 項 の 申 出 は 、 当 該 紛 争 に 係 る 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 工 事

又 は 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 着 手 前 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 工 事 に よ り 発 生 し た 騒 音 及 び 振 動 、 じ ん あ い の 飛 散 そ 

そ の 他 規 則 で 定 め る 紛 争 
の 他 工 事 の 実 施 に 係 る 紛 争            に つ い て は 

 

当 該 工 事 の 完 了 時 ま で に 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 の 電 波 の 受 信 障 害

に 係 る 紛 争 そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 紛 争 に つ い て は 当 該 工 事

の 完 了 時 か ら １ 年 以 内 に 申 出 を 行 う こ と が で き る 。 

４  市 長 は 、 あ っ せ ん の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 紛 争 当 

又 は 関 係 者 
事 者      に 対 し 意 見 を 聴 く た め 出 席 を 求 め 、 及 び 必 要 な 

 

資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 第 ５ 項 省 略 ） 

（ 小 委 員 会 ） 

第 20 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  小 委 員 会 は 、 調 停 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 紛 争 当 
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又 は 関 係 者 
事 者      に 対 し 意 見 を 聴 く た め 出 席 を 求 め 、 及 び 必 要 な 

 

資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 委 員 会 等 の 非 公 開 ） 

第 25 条  委 員 会 及 び 小 委 員 会 の 行 う 調 停 の 手 続 は 、 公 開 し な い 。 

た だ し 、 委 員 会 及 び 小 委 員 会 が 相 当 で あ る と 認 め る 者 は 、 こ れ 
 

を 傍 聴 す る こ と が で き る 。 
 

（ 用 途 の 変 更 に 対 す る こ の 条 例 の 適 用 ） 

                         
第 29 条  建 築 物                 の 全 部 又 は 一 

（ 完 成 後 １ 年 以 内 の も の に 限 る 。）  

部 の 用 途 を 変 更 し て 特 定 用 途 建 築 物 と す る 行 為 は 、 特 定 用 途 建

築 物 の 建 築 と み な し て こ の 条 例 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 

    
、 第 12 条 第 ２ 項 中 「 早 い 日 」 と あ る の は 「 早 い 日 （ 次    に 

の 各 号 

掲 げ る 申 請 が 必 要 な い 場 合 に あ っ て は 、 特 定 用 途 建 築 物 を 使 用

し よ う と す る 日 ）」 と 、 第 14 条 第 ３ 項 中 「 中 高 層 建 築 物 等 の 建

築 工 事 の 着 手 前 」 と あ る の は 「 特 定 用 途 建 築 物 の 使 用 前 」 と 読

み 替 え る も の と す る 。 

第 ２ 条 関 係 

  （ 適 用 除 外 ） 

 第 ３ 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

 ３  環 境 影 響 評 価 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 81 号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 若 し く 

（ 平 成 22 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 46 号 ） 
は 横 浜 市 環 境 影 響 評 価 条 例 

（ 平 成 10 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 41 号 ） 

第 ２ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る 対 象 事 業 又 は 都 市 再 生 特 別 措 置 法 （ 平

成 14 年 法 律 第 22 号 ） 第 20 条 第 １ 項 に 規 定 す る 都 市 再 生 事 業 と し

て 中 高 層 建 築 物 等 を 建 築 す る 場 合 に あ っ て は 、 第 11 条 及 び 第 ４

章 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

    （ 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 省 略 ） 


